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の
秋
川
市
、
五
日
市
町
合

併
が
事
実
上
決
ま
っ
た
発

端
が
明
か
さ
れ
て
い
て
、

地
域
史
の
観
点
か
ら
も
興

味
深
い
内
容
だ
。

ン
グ
場
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
、
宿
泊
業
、
飲

食
業
、
建
設
業
な
ど
を
展

開
。
２
０
１
５
（
平
成

27
）
年
に
事
業
を
三
女
の

ゆ
か
り
さ
ん
に
継
承
す
る

ま
で
を
記
し
た
。
1
人
の

人
間
に
こ
う
も
数
々
の
出

来
事
が
あ
る
の
か
と
驚
く

展
開
で
、
橋
本
さ
ん
の
人

生
と
と
も
に
、
昭
和
、
平

成
、
令
和
の
時
代
を
回
顧

で
き
る
。

　

中
で
も
創
の
章
の
「
あ

き
る
野
市
合
併
」
で
は
、

１
９
９
５
（
平
成
7
）
年

秋
川
市
・
五
日
市
町
合
併
の
発
端
エ
ピ
ソ
ー
ド
も

橋
本
健
司
さ
ん
が
自
伝
出
版
　
波
乱
曲
折
の
人
生

　

パ
ー
ク
商
事

（
あ
き
る
野
市
上

代
継
）
会
長
の
橋

本
健
司
さ
ん
が
1

月
16
日
、自
伝「
蒼

天　

秋
留
台
地
に

生
ま
れ
て
」
を
地

域
紙
の
西
の
風
新

聞
社（
同
市
舘
谷
）

か
ら
出
版
し
た
。

祖
父
、
父
か
ら
継

い
だ
土
地
を
元
手

に
幾
多
の
事
業
を

起
こ
し
、
奔
走
。

地
方
政
治
、
地
元

商
工
界
で
も
影
響

力
の
あ
る
立
場
か

ら
地
域
の
発
展
に

尽
く
し
た
波
乱
曲

折
の
人
生
が
綴
ら
れ
て
い

る
。

　

自
伝
は
、
挑
の
章
、
絆

の
章
、
繋
の
章
、
政
の
章
、

創
の
章
、結
の
章
で
構
成
。

１
９
３
４
（
昭
和
9
）
年

に
養
蚕
農
家
の
長
男
と
し

て
生
ま
れ
、高
校
卒
業
後
、

農
業
、
養
鶏
業
、
ボ
ウ
リ

自伝を出版した橋本さん（前列左から 2人目）。親族とともに

　

羽
村
市
商
工
会
青
年

部
企
画
（
☎
０
４
２
‐

５
５
５
‐
６
２
１
１
）
の

「
第
8
回
は
む
ら
激
辛
フ

ェ
ス
２
０
２
４
」
が
、
市

内
45
店
舗
で
2
月
1
日
か

ら
始
ま
っ
た
。
同
市
で
収

穫
し
た
青
唐
辛
子
を
使
っ

た
店
舗
独
自
の
激
辛
料
理

を
楽
し
め
る
。

　

青
唐
辛
子
の
栽
培
は
市

内
の
中
野
修
一
さ
ん
と
中

根
一
明
さ
ん
の
農
家
2
軒

が
協
力
。
昨
年
夏
か
ら
青

年
部
メ
ン
バ
ー
ら
が
数
回

に
渡
り
収
穫
作
業
を
行

い
、
計
１
０
０
キ
ロ
を
参

加
店
に
配
布
し
た
。

　

過
去
最
高
の
参
加
店
舗

と
な
っ
た
今
回
、
激
辛
料

理
は
、
ハ
ン
バ
ー
グ
、
オ

ム
ラ
イ
ス
、
や
き
と
り
、

ナ
ポ
リ
タ
ン
、
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
、
そ
ば
な
ど
多
彩
な

は
む
ら
激
辛
フ
ェ
ス
２
０
２
４
開
催
中

45
店
舗
が
激
辛
料
理
提
供

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
。
今
年
も

激
辛
料
理
フ
ァ
ン
の
胃
袋

を
掴
み
そ
う
だ
。

　

期
間
中
、
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
実
施
。
5
店
舗
分

を
集
め
る
と
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
激
辛
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
先

着
２
０
０
人
に
、
15
店
舗

分
を
集
め
る
と
「
タ
オ
ル

セ
ッ
ト
（
ミ
ニ
、
ハ
ン

ド
、フ
ェ
イ
ス
）」
か
「
激

辛
唐
辛
子
セ
ッ
ト
」
を
各

先
着
15
人
、
計
30
人
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
。
30
店
舗

分
で
「
土
鍋

＋
具
材
の
激

辛
鍋
セ
ッ
ト

&

商
品
券
」

が
抽
選
で
3

人
に
当
た
る

ほ
か
、
30
店

舗
分
の
シ
ー

激辛フェスに取り組む青年部の皆さん

　

―
「
よ
う
、
合
併
す
ん

べ
え
じ
ゃ
ん
か
よ
」。
橋

本
健
司
氏
の
言
葉
に
、
臼

井
孝
秋
川
市
長
は
「
合
併

し
よ
う
」
と
呼
応
。
田
中

雅
夫
五
日
市
町
長
が
頷
い

た
。
平
成
大
合
併
の
先
陣

を
切
っ
た
新
市
誕
生
の
瞬

間
だ
っ
た
。
―
（
帯
書
き

よ
り
）

　

橋
本
さ
ん
は
「
秋
留
台

地
に
生
ま
れ
育
ち
、
夢
中

で
生
き
て
き
た
私
の
足
跡

を
子
や
孫
に
伝
え
た
い
と

思
っ
た
。
成
功
も
あ
っ
た

が
、
憂
き
目
も
見
た
。
逆

境
の
時
に
常
に
支
え
と
な

っ
た
の
が
、
祖
父
母
、
父

母
へ
の
報
恩
感
謝
と
家
族

を
守
り
た
い
、
幸
せ
に
し

た
い
と
い
う
純
粋
な
願
い

だ
っ
た
」
と
プ
ロ
ロ
ー
グ

に
綴
っ
て
い
る
。

　

価
格
は
１
５
０
０
円

（
税
別
）。

ル
が
集
ま
っ
た
チ
ラ
シ
を

「
羽
村
市
商
工
会
窓
口
」

に
持
参
す
る
と
、
抽
選
で

1
人
に
同
市
商
業
協
同
組

合
の
商
品
券
３
万
円
分
が

当
た
る
。

吉
川
英
治
記
念
館
で
生
賴
範
義
展

　

オ
ー
ラ
イ
タ
ロ
ー
さ
ん

は
「
１
９
６
０
年
代
か
ら

90
年
代
に
か
け
て
、
父
が

心
血
を
注
い
で
描
い
た

吉
川
英
治
関
連
作
品
は

１
６
０
点
に
の
ぼ
る
。
昭

和
の
初
期
か
ら
多
く
の
名

だ
た
る
画
家
た
ち
が
吉
川

英
治
の
作
品
世
界
を
表
現

し
て
き
た
。
今
回
展
示
さ

れ
た
作
品
は
青
・
壮
年
期

に
あ
っ
た
父
が
先
達
に
叩

き
つ
け
た
挑
戦
状
の
よ
う

に
思
え
て
な
ら
な
い
」
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
て
い

る
。

　

開
館
時
間
は
10
時
～
17

時
。
月
曜
休
館
。
入
館
料

は
一
般
＝
５
０
０
円
、小
・

中
学
生
＝
２
０
０
円
。
3

月
17
日
ま
で
。

　

青
梅
市
吉
川
英
治
記

念
館
（
同
市
柚
木
町
、

☎
０
４
２
８
‐
７
４
‐

９
４
７
７
）
で
現
在
、
新

春
展
示
「
生
賴
範

義
（
お
お
ら
い
の

り
よ
し
）
展 

～

吉
川
英
治
を
描
く

～
」
が
開
か
れ
て

い
る
。
迫
力
あ
る

原
画
と
英
治
作
品

の
関
連
資
料
を
展

示
し
て
い
る
。

　

生
賴
さ
ん
は
、

英
治
の
没
後
4
年

の
１
９
６
６
（
昭

和
41
）
年
に
講
談

社
創
立
60
周
年
を

記
念
し
て
刊
行
し
た
吉
川

英
治
全
集
『
三
国
志
』
の

新
聞
広
告
の
イ
ラ
ス
ト
を

依
頼
さ
れ
た
。
劉
備
や
曹

操
ら
英
雄
を
点
描
で
描
き

人
気
を
博
し
、
そ
の
後
も

『
宮
本
武
蔵
』
を
は
じ
め

『
私
本
太
平
記
』
な
ど
吉

川
英
治
作
品
の
装
画
、
挿

絵
な
ど
を
描
い
た
。

　

１
９
８
０
年
に
は
映
画

「
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
帝

国
の
逆
襲
」
の
国
際
版
ポ

ス
タ
ー
を
監
督
の
ジ
ョ
ー

ジ
・
ル
ー
カ
ス
さ
ん
か
ら

依
頼
さ
れ
担
当
。「
ゴ
ジ

ラ
」
シ
リ
ー
ズ
な
ど
の
映

画
ポ
ス
タ
ー
や
Ｓ
Ｆ
小
説

の
表
紙
絵
な
ど
も
手
掛
け

た
。
異
彩
を
放
つ
作
品
は

文
化
庁
映
画
賞
功
労
賞
、

日
本
Ｓ
Ｆ
大
賞
功
績
賞
、

星
雲
賞
ア
ー
ト
部
門
賞
な

ど
を
受
賞
し
た
。

　

会
期
中
、
2
月
11
日
に

は
生
賴
さ
ん
の
長
男
で
画

家
の
オ
ー
ラ
イ
タ
ロ
ー
さ

ん
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を

開
き
、
生
賴
さ
ん
の
仕
事

や
そ
の
姿
勢
に
つ
い
て
語

っ
て
も
ら
う
。
時
間
は
13

時
30
分
～
14
時
30
分
。

迫力ある原画作品

迫力ある原画と英治作品の関連資料を展示

「蒼天　秋留台地に生まれて」

■
西
多
摩
経
済
新
聞
が

　
市
民
の
「
街
記
者
」
を
募
集

　
地
域
の
魅
力
や
地
域
課
題
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
を

発
信
す
る
。
記
事
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
西
多
摩
経

済
新
聞
で
配
信
す
る
ほ
か
、
ヤ
フ
ー
ニ
ュ
ー
ス
な
ど

に
も
掲
載
さ
れ
る
。
活
動
前
に
は
記
事
作
成
な
ど
の

講
座
を
開
く
。
問
い
合
わ
せ
は
０
９
０
（
８
４
６
０
）

９
６
８
８
岡
村
ま
で
。


